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Northrop Frye，Henry James，Herbert Read など，いずれ劣らず難解なテキストの講読が主であった。
それでも精一杯背伸びし，また相当にお茶を濁しながら，何とか凌ぎ通した語学の授業は，大学の教
養教育らしさを身一杯に浴びた授業でもあった。当時下宿していた，はるか戦前に遡るに違いない，
























































































































































































































40 ――《小特集》―― 情報社会における語学教育 
など，学生から「パンキョー」と軽んじられてもしかたのない代物でしかない。「コミュニケーション」
もそれと同断である。小林秀雄が，訥々とした英語で米兵を泣かせた話は有名だが，その方がまだし
































 ――《小特集》―― 情報社会における語学教育 41 
大学生も，教養などに時間と労力を投資するよりは，なりふり構わず就職適性を身につけようとする





































































































independence and selfless dedication）を有し，自分たちの力で教育を構築し，大切であると合意された
知識や考え方や生き方を，次世代の人間に伝えると同時に，今の人間の持たない優れた価値を創造し
















… For those who aren’t curious, alive and hungry to learn, going to college and then moving on to a job they could have had anyway 
is no doubt ill advised. But that’s not everyone. There are plenty of young people out there who will end up in jobs that don’t demand 
college degrees: yet college is still right for them.  
 Thirty-five years of teaching has taught me this: The best students and the ones who get the most out of their educations are the 
ones who come to school with the most energy to learn. And—here is an important point—they are not always the most intellectually 
gifted. Sometimes they think slowly. Sometimes they don’t write terribly well, at least at the start. What distinguishes them is that 
they take their lives seriously and they want to figure out how to live them better. These are the ones for whom college education is 
meant for. These are the ones who make you smile when they walk into your office. It is hungry hearts—smart or slow, rich or 






























































































































































Let’s say I am going to translate a sentence. First, I look at my text, a simple workaday source text: データベースの検索手順を次
の図に示します. I say to myself, it’s Japanese. Then I read it. Well, actually I scan it first to get a feel: データベース，手順. It’s a 
familiar subject, instructions about software. I can read it fluently and just take in the meaning. It refers to something that is next, a 
 ――《小特集》―― 情報社会における語学教育 49 
figure, so I look at the figure. I see how long the procedure is, who does what. It is time for a test translation. I disengage from 
Japanese and switch to thinking in English. Database. No, procedure should come before database. No, search procedure. A 
database search procedure, or a procedure for searching a database. And a next figure, which is shown there. So that’s what it says: 
The database search procedure is shown in the next figure. My translator experience rejects this as too Japanese, too faux-English. 
The next figure shows the database search procedure. Or is it the following figure, or the figure below? Is it shown or illustrated or 
depicted? I decide: The following figure shows the procedure for searching a database. Is it the database? I have to read a bit more 
for that one, both before and after my text. A database it is. …（中略）… 
  〔訳〕The figure below shows the procedure for searching a database. 






的価値に繋がる何かを吸収していたのである。翻訳は，知的・精神的な depth and fine coordination を
身につけるための，優れた訓練になり得るのであって，政治家や官僚といった，最も重要な意思決定
を司る職には，深い専門知識とともに，厳しい教養教育———例えば語学教育———の薫陶を受けた人が就

















50 ――《小特集》―― 情報社会における語学教育 





































































52 ――《小特集》―― 情報社会における語学教育 
書いている最中に諸々の繋がりに気づいたり，新しい暗示を得たりしたことも少なからずあった。無
論，長期の沈潜と発酵という深層でのプロセスが，文系の研究にとっての正統であることに変わりは
ないが，それと併行して，情報の摂取と発信を，互に刺激を与え合うよう工夫しつつ，一定のリズム
を以てサイクル化するのも，この目まぐるしい時代においては，悪くない方法であるように思われた。 
 また異なった領域について書こうとすると，これまでとは違う文体が必要とされるがゆえに，それ
が，これまでの自分の旧い皮を脱ぎ，新しい繭づくりをする手蔓になってくれた。特に，ごく簡単な
歴史であっても，それを「物語る」ことによる過去の喚起力には目を見張る思いがした。invocation は
書くこと自体の中に存しているのだ。 
 
 今後は，これまで書き散らしてきた様々な思考の断片を拾い集め，それらを統合する方向で研究を
継続していければと願っている。多分自分の研究の収斂していく先は，メディアや情報を包摂する「文
明」という概念を更新しながら，その古くて新しい展望の中で，優れた文学を読み直すことにあるの
ではないかと感じている。 
 語学教育に関しては，先行きの案じられることが頻々と目につくようになってきた。政府は相変わ
らず，偏差値やら世界ランキングやらの視点でしか物事を見ようとせず，大学は立場上，監督官庁に
従わねばならず，マスコミも政府のマウスピースにすぎず，政府批判を司る骨っぽい社会的機能がど
こにも見当たらないため，政府の指令が，全体主義国家なみに，教育現場を直撃するようになった。
2013年 12月 13日，文科省は今年度から始めた高校での英語による授業を，2020年度から中学英語に
も適用することを決めた。この「受験英語からコミュニケーション英語へ」という，論考本文でも批
判してある，考え抜かれていないイメージ思考により，平均的な日本人の英語基礎力のさらなる低下
と，知的退行の禍根は，悪くすると数十年先の将来にまで及ぶことになるかもしれない。センター試
験や原発の二の舞，三の舞である。英語の基礎———そこには「受験英語」も「コミュニケーション英語」
もあるまい———をしっかりさせることによって，社会の情報化の長所を取り込んでいくような立案をな
ぜしないのだろうか？ 伝統を侮蔑するのではなく，伝統の良いところを新しい状況の中で生かしてい
くという自然で建設的な考え方がなぜできないのだろうか？ しかし事ここに及んでは，もはや雄牛を
陶器店から連れ出すことはできない。教訓が再び学ばれ，人々に言語教育の現実がよりよく見えるよ
うになるまで，「民」と「私」で何とか踏ん張って，高度情報社会の利点を上手く使いながら，禍を
転じて福となすでいくしかないし，またひょっとしたら，そのほうがいいのかもしれない。 
 
 最後になったが，どんなテーマにも快く応じ，ディスカッションの場においても，論文本体におい
ても，いつも該博な知識と鋭い洞察を披歴して下さった荒木詳二教授と，10年に亙り本プロジェクト
を支援してくれ，今年めでたく創設 20周年を迎えた社会情報学部に対し，衷心よりの謝意を表したい。 
 
（南谷覺正） 
